
〇SDGs につながる幼稚園版アイコンの作成 
SDGs17 の目標を５つのキーワードで説明した「5 つの P」を基に、保育事例から幼児期に大切にしたいことを抽出し、

カテゴライズした幼稚園版アイコンを作成しました 

〇持続可能な社会につながる力の育成 
持続可能な社会の担い手となるために幼児期にどのような資質や能力を育むべきか、そのためにはどのようなことが 

保育に求められるのか、幼児の“いま”の生活から SDGｓにつながる力を見つめなおしました 

〇幼児期にふさわしい豊かな生活 
持続可能な社会の担い手として、幼児期の生活を大切にしながら、SDGs に直接つながる視点で考え、日常の生活を 

見つめなおしました 

 



〇「多様性」と「共生」の捉えの再確認と共有 
キーワードである「多様性」と「共生」について、教師個々に少なからず差異があり、再定義しました 

私たちが幼児を見取り、捉える中での「多様性」は、性や人種といった目に見えるものだけではなく、価値観や経験、

受けてきた教育、また考え方など、その人の内面におけるもの、その成⾧過程や家庭の様子など、背景までも意識しなが

ら捉えているものだと確認、共有しました 

〇教師の働きかけモデルの作成 
教師の働きかけを言語化し、花をモデルに図式化しました。働きかけは花びらのように他の働きかけと重なり、中心に

ある多様な主体が共に主体となって生きる生活を豊かにしていくものだと考えました 

既存の園環境と暮らしがもつよさと課題を見出し、子供たちと共に再構築することで、本園教育方針に示された幼児の

姿を具現化すると共に、幼児教育の根幹である「環境」と、私たちの「暮らし」を SDGs の視点で見つめなおしました 

＜事例カードの見方＞ 

▶事例タイトルの下に、幼児との暮らしの何を変えたのかを一目でわかるよ

う で示しました 

▶見つめなおした園環境がどのような意味をもつのか、

から選び右上に示しました 
▶左下では保育エピソードを考察し、本園教育方針に繋がる を 

②と同色で示しました 

▶幼稚園版アイコンの視点からエピソード全体をふりかえり、

、今後園や個人でサステナブルなものとして継続したいことなど

を示しています 

① 
② 

④ ③ 

１年次からの事例は全て本園 HP“研究”ページに掲載しています。https://www.edu.shiga-u.ac.jp/fk/ 



 


